
平成25年３月橋本市議会定例会会議録（第３号）その３ 

平成25年３月５日（火） 

                                           

                                        

（午前10時45分 再開） 

○議長（井上勝彦君）休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 日程に従い、一般質問を行います。 

 順番10、14番 中本浩精君。 

〔14番（中本浩精君）登壇〕 

○14番（中本浩精君）それでは、議長のお許

しをいただきましたので、通告に従いまして

一般質問をさせていただきます。 

 このたび橋本市教育委員会と橋本市立小学

校、中学校との連携強化について１項目質問

させていただきます。17番議員の質問と重複

するところが多々あるとは思いますが、ご容

赦いただきますようによろしくお願いいたし

ます。 

 子どもたちを取り巻く環境が大きく変化す

る中、いじめ問題、体罰の問題などが新聞等

で大きく報道されています。そういう状況の

中で、保護者はもとより多くの皆さんが学校

に対して関心や期待を持っておられます。将

来を担う子どもたちの教育について、いま一

度真剣に考えていかなければいけない時期に

来ていると思います。 

 人間の尊厳を基盤とした知徳体の調和のと

れた人間性豊かな子どもたちの育成と、その

子どもたちを指導していただく先生方が情熱

と信念を持って教育できる環境づくりを教育

委員会全体、また市当局も入っていただいて

考えていただきたく、以下の内容について質

問をさせていただきます。 

 まず１点目は、昨年の一般質問で要望させ

ていただきました校長会と教育委員の合同の

会議はどのようになっておられますか。 

 ２点目は、学校訪問は現状どのような形で

されておられますか。 

 三つ目は、退職された先生方がどのような

形で学校教育にご尽力していただいているか

お尋ねいたします。 

 以上、檀上からの質問を終わらせていただ

きます。よろしくお願いします。 

○議長（井上勝彦君）14番 中本浩精君の教

育委員会と小・中学校との連携に関する質問

に対する答弁を求めます。 

 教育長。 

〔教育長（松田良夫君）登壇〕 

○教育長（松田良夫君）校長会と教育委員と

の合同会議についてお答えします。 

 校長会と教育委員との合同会議については、

平成24年９月に各学校における教育課題につ

いてを議題として開催しています。定期的な

会議は行っていません。 

 次に、教育委員会としての学校訪問がどの

ように行われているかについてお答えします。 

 学校訪問については、教育委員の学校訪問

と教育委員会事務局職員による学校訪問があ

ります。本年度の学校訪問について、１月末

までの実績でお答えします。 

 教育委員の学校訪問は、校長と教育委員と

の懇談等を通じて、学校の教育課題を把握し、

教育行政に資することを目的として、７校を

訪問しています。教育委員会事務局職員によ

る学校訪問は、年１回の定例の指導訪問、人

事に係る訪問、研究授業や研修会等指導に係

る要請訪問、生徒指導に係る訪問、児童生徒

等のケース会議に係る訪問、教育相談センタ

ーの訪問等があります。これらの訪問は、学

校教育課が中心となって行っています。 

 具体的な実績としては、定例の指導訪問は
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橋本市立のすべての幼稚園、小・中学校へ延

べ28回、人事に係る訪問については延べ43回、

研究授業や研修会等指導に係る要請訪問につ

いては延べ45回、生徒指導に係る訪問は延べ

20回、児童生徒等のケース会議に係る訪問は

延べ17回、教育相談センターの訪問は延べ430

回実施しています。 

 このように計画的に、また要請等に応じて

学校を訪問し、管理、指導等を行っていると

ころです。訪問によって得られた情報は、必

要に応じ教育委員会議等において教育委員に

も伝えているところです。 

 次に、退職された先生方が学校教育にどの

ような形でかかわっていただいているかにつ

いてお答えします。 

 まず、退職後の再雇用、教員の病休等の補

充者としての雇用等で、教員として小・中学

校に任用するケースがあります。また、放課

後学習へのボランティアや、授業へのゲスト

ティーチャーとしてかかわっていただいてい

るケースがあります。さらに学校評議員、学

校関係者評価委員、健全育成会等、学校運営

を支援していただいているケースもあります。 

 このように、教員として任用し直接児童生

徒の指導にあたっていただくだけでなく、さ

まざまな形で学校の教育活動充実に力を貸し

ていただいています。 

○議長（井上勝彦君）14番 中本浩精君、再

質問ありますか。 

 14番 中本浩精君。 

○14番（中本浩精君）再質問をさせていただ

く前に、大津市での中学生いじめ自殺事件で、

本当にずさんな対応だったと思います。そう

いう中で、本当に責任の所在のあいまいさと

いうか、それが顕著になったと思います。 

 国のほうでも、今、教育再生会議を中心と

して、いろいろと議論されているとは思うん

ですが、私の考えで申しわけないんですが、

やっぱり教育行政の中心は教育委員会。この

教育委員会が権限と責任を持っていただきた

いと思います。 

 そこで、橋本市教育委員会はどうあるべき

かという点について教育長のお考えをまずお

聞かせ願えますか。 

○議長（井上勝彦君）教育長。 

○教育長（松田良夫君）大津市のいじめ自殺

問題、学校の対応また教育委員会の対応から

学ぶべきもの、大変私自身多かったです。 

 まず一つは子どもの命、ここをしっかり学

校と連携して見続ける。この命を育むという

原点、これが教育委員会の最も立つべき基盤

である。そういうことを新たに認識しました。 

 このいじめ自殺問題にかかわっては、校長

会も開き、いじめの対応について十分協議し

ていただき、いい取り組みについては校長会

の場で報告いただき、いじめのない学校づく

り、あるいはいじめの早期発見、早期解決で

きる学校づくり、そういうものについても協

議してきました。そこで私が校長先生方にお

願いしたことは、もう一度子どもの命、これ

をしっかり見てほしい。その命を育む教育環

境をもう一度再考してほしい。そういうこと

もお願いしました。 

 橋本市において新聞報道された体罰の問題

もございました。これも危機管理という視点

で非常に重要な問題を提起してくれたと思っ

ています。教室に課題のある子どもがいてる。

これは危機である。その子をどう育て、どう

守り、どう仲間の中へ入れていくかと、そう

いう視点がないと体罰に走ってしまう。そう

いうこともお話しさせていただきました。と

にかく誠意を持って、そして慎重に、そして

組織できっちり対応していく。そういうこと

の大切さを改めて考えさせられました。教育

委員会としても、さまざまな課題のある子ど

もが存在する、在籍する学校の中にあって、
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学校をどう支え、どう支援していくのか。そ

のことも大切な問題であるということで、教

育委員会でも議題として取り上げさせていた

だきました。 

○議長（井上勝彦君）14番 中本浩精君。 

○14番（中本浩精君）どうも教育長、ありが

とうございます。 

 橋本市教育委員会として、今ご答弁ですご

く前向きに考えていただいていると僕は受け

取りました。よろしくお願いしたいと思いま

す。 

 特に大津市から学ぶことは、きめ細かな対

応、そのことが最重点であるということも考

えてございます。だから、教育委員会として

の組織のあり方、学校との連携のあり方、あ

るいは学校での取り組みのあり方、子どもの

見方、危機への対応の仕方、そのことについ

ても再々校長会を開いてお願いもし、協議も

してきたところでございます。そういう視点

でもう一度教育委員会のあり方、教育委員会

事務局のあり方、教育委員会事務局としての

学校とのかかわりのあり方、再認識、再構築

していくべきである、そういうふうな認識で

おります。 

 それでは、再質問に入らせていただきます。 

 今、教育長がおっしゃっていただいたよう

に、学校訪問も本当によくやっていただいて

います。ただ、今いじめ問題に関しては集計

をとっておられるということですが、このい

じめ問題に関しても、集計をとって県とかに

報告するだけじゃなくて、やはり一番大切な

のは、どのようにしてそういういじめをなく

していくかということになってくると思うん

です。そういうことで、学校訪問については

今ご答弁をいただきまして、計画的に、また

要請に応じて管理、指導等を行っていただい

ております。そしてまた安定、安心した学習

が行われるように特に今いろいろさまざまな

課題があるとは思うんですが、生徒指導に関

する取り組みを充実していただきたいと思う

んです。生徒指導に関しては、今ご答弁の中

で年間20回訪問していただいているというこ

とですが、学校数で割ったら、それでも学校

もいろいろ課題がある中で、全部が全部とい

うわけにはいってないと思うんですが、仮に

年間20回ということですので、学校数で割る

と、１校当たり年間１回程度ということにな

ると思います。これではやはり、今のさまざ

まな課題がある中で、少しというか、かなり

少ないような気がするんですが、この辺に対

してどういうお考えかお聞かせください。 

 以上です。 

○議長（井上勝彦君）教育長、橋本市として

はどのように考えておりますかというご答弁。 

 教育長。 

○教育長（松田良夫君）橋本市といたしまし

て、いじめも調査したところ、たくさん出て

きてございます。その一つ一つが重要なケー

スですし、それにどう取り組んでいくのか。

橋本市も教育相談センターに優秀な相談員が

おりますので、その方々にもかかわってもら

いながら、一つ一つのケース、一人ひとりの

子ども、そういったことを基本的に橋本市と

しては考えていきたい、そのように思ってご

ざいます。 

 田辺市でも残念な事件がございました。い

ろいろ取り組んでいく中で発生した事件です

ので、私たちが学校の情報をしっかり把握し

ていく、そういう立場でおりますので、橋本

市固有の問題については橋本市としてしっか

り対応していきたい、支えていきたいと、そ

のように考えてございます。 

○議長（井上勝彦君）教育長。 

○教育長（松田良夫君）特に今、中学校では

さまざまな生徒指導上の問題というのが発生

してございます。そのためにいろんな場面で
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いろんな関係を学校とつくっておるんですけ

ど、生徒指導にかかわっては、生徒指導主任

者会、あるいは学校警察青少年連絡協議会、

そんな会もございますし、ケースによっては

学校から教育委員会にお越しいただいて生徒

指導上の課題をお話しいただき解決法を協議

すると。こういうケースがかなり多いです。 

 議員ご指摘のとおり、学校へ出向いて具体

的に子どもの姿を見て、そして学校と指導の

あり方を協議していく場としては20回という

のはやや少ない印象もございますので、今後

さらに具体的な指導、効果のある指導につな

がる訪問のあり方、それについてはまた学校

と協議しながら回数を増やすなり、内容を充

実させるなどの方法で充実させていきたい。

そういうふうに考えます。 

○議長（井上勝彦君）14番 中本浩精君。 

○14番（中本浩精君）どうもありがとうござ

います。 

 今ご答弁いただいて、積極的にというか、

かかわっていただくということがよくわかり

ました。 

 そこで、よく僕も教育委員会にお邪魔させ

ていただいて聞くのが、連携。まず教育委員

会、学校とももちろん連携は、今質問をさせ

ていただいているんですが、まず教育委員会

内の連携というのがすごく大事になってくる

と思うんです。 

 例えばこの学校訪問に関して言えば、学校

教育課が中心になっていただいている。ただ、

学校総務課、これは施設の面を重点的にとい

うことでお聞きしています。社会教育課、こ

れは本当に社会教育という幅広い中でのいろ

いろとご活躍していただいていると思います。

ただ、本当にこの学校訪問も教育委員は、僕

はやっぱりできるだけ数多く各学校へ行って

いただいて、課題なりを見付けていただいて、

またできたら校長会と話をしながらやってい

ただきたいと思うんですが、その学校総務課

は総務課、社会教育課は教育課、学校教育課

は教育課じゃなくて、まずやはりこの教育委

員会内の縦割りをもっと横の連携というか、

スムーズにしていただきたいと思うんです。

だからそういうことで、この生徒指導の課題

に対しても、これまで以上に学校の要請に応

じながら訪問活動を充実していくことが大事

だと思うんです。本当に教育委員会として、

そのために組織的な、それこそ縦割り違うて

横の連携をとって組織的な取り組みをしてい

ただく必要があると思うんですけど、まずそ

の辺、教育長、どのようにお考えですか。 

○議長（井上勝彦君）教育長。 

○教育長（松田良夫君）ご指摘いただいたと

おり、教育委員会あるいは教育委員会事務局

との連携、あるいは各課との連携、あるいは

外部機関、例えば公民館とか児童館とか、そ

んないろんな連携が考えられます。 

 外の機関からもらう情報というのも結構い

い指導につながる情報がいただける場合があ

ります。学校なんかも児童館からいただく情

報はすごく役に立つ。新たな子どもの姿の発

見につながる、そういうふうなご意見もいた

だいています。 

 今ご指摘いただいた教育委員会での連携強

化のあり方については、この24年度１年間、

体制のあり方というのを検討してきました。

より連携が深められるように機構改革も来年

度当初から考えておりますので、ご指摘の点

についてさらに深められるように、連携が厚

くなるように、そういう取り組みにつなげて

いきたい。機構改革をそういう取り組みにつ

なげていきたい、そういうふうな願いを持っ

ていますので、また状況を見ていただくとと

もに、ご指導もご指摘もいただけたらと思い

ますので、よろしくお願いします。 

○議長（井上勝彦君）再質問ありますか。 
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 14番 中本浩精君。  14番 中本浩精君。 

○14番（中本浩精君）前向きといいますか、

24年度中にそうやって連携強化に向けてのお

取り組みをしていただいたということがよく

わかりましたので、ぜひ頑張っていただいて、

よろしくお願いしたいと思います。 

○14番（中本浩精君）どうかよろしくお願い

いたします。 

 次にですけど、きのうも一般質問されて、

きょうも17番議員が質問されましたんですが、

中学校の統合がいろいろと議論される中、前

日の教育長のご答弁の中で、学校を良くして

いくことが一番大事やというご答弁をいただ

きました。私もそのとおりだと思います。そ

ういう観点から、生徒のことや先生方がどう

いう悩みやどういうお考えを持っておられる

かということを校長会と教育委員の会議とか

学校訪問をより一層今以上に進めていただく

ことによって教育委員会内の連携をとってい

ただいてしていただくことが大事だと思い、

今回の質問をさせていただきました。 

 それと、３番目の退職された先生方がさま

ざまな形で学校教育に携わっていただいてい

ることがよくわかりました。学校が抱える教

育課題の解決に向けて、学校の要請があれば

そのような先生方の長年培ってこられたノウ

ハウを生かしていただくことも、非常にこれ

からの時代大事だと思うんですが、その辺に

ついては教育長、どのように思いますか。 

○議長（井上勝彦君）教育長。 

○教育長（松田良夫君）ご指摘のとおり、今、

子どもたちが親や担任以外、いろんな大人に

出会い、触れ合ってその大人の良さを感じら

れる場面、非常に大事な場面になってござい

ます。開かれた学校づくりとして、退職され

た先生方に結構いろんな形でかかわっていた

だいています。それこそ学校の必要に応じて

必要な人材を学校へ行っていただくような手

だて、こういう仕組みもございますので、そ

ういう仕組みも大いに活用していきたい、そ

ういうふうに思ってございます。 

 それと、本当に大変だと思います。さまざ

まな課題があるのは重々わかっております。

ただ、今のままでそれに対応できているかと

いうと、ちょっと難しいところがあるんじゃ

ないかなと。そしたらどうすればいいのかな

と思ったら、何か新しい動きをしていただか

なければならないと思うんです。 

 これは一つの要望になりますが、17番議員

と重複して申しわけないんですが、教育行政

においての、先ほども申しましたが、権限と

責任はやはり教育委員会に僕はあると思いま

す。しかし、教育委員会だけでは対応し切れ

ない問題も発生してきていることも事実だと

思います。だから教育委員会が中心となって

行政のほうも縦割り違うて、市長部局も本当

に入っていただいて、それこそ連携を強化し

ていただいて、特別チームでもつくって橋本

市の教育プランを作成するというぐらいの意

気込みというのか、持っていただきたく思い

ます。 

 私自身、小学校で勤務しているときは、そ

うした退職校長先生方のお力を学校関係者評

価委員とか、あるいは学校評議員、そういう

形で学校へお越しいただいて、いろんな先輩

としてのご意見を拝聴することができました。

大いに参考になったし、励ましにもなったと

いう記憶がございます。そういった方を積極

的に活用していく、そういう方向で学校とも

協議し、学校の必要性を広げていくというか、

そういう取り組みもしていきたいと思ってご

ざいますので、よろしくお願いします。  そこで、教育長のご答弁をいただく前に、

ちょっと細かい話をして申しわけないですが、○議長（井上勝彦君）再質問ありますか。 
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最近学力の低下、体力の低下、規範意識の低

下とよく言われます。よく聞く言葉です。そ

ういう中で、ひとつ例えば中学校で新学期が

始まりましたら、規範意識といいますか集団

行動の中で、気を付け、回れ右とかそういう

体育の授業があります。今現在もよくやって

いただいてるんですが、それこそまず市全体

で考えていただくという観点で、僕も去年ポ

ンプ操法の選手で行かせていただいたんです

が、やっぱり消防署の職員は本当にぴしっと

教えてくれます。なぜこういうことをするの

かとかいうことをちゃんとやっぱり子どもに

説明すれば、消防署の職員が身をもって指導

していただければ、やはり子どもたちの意識

も今よりは変わるんじゃないかなという気も

するんです。その辺いろいろと難しいかもわ

からないんですが、消防長、どういうお考え

か、それに関してどない思われるかお答え願

えますか。 

○議長（井上勝彦君）消防長。 

○消防長（大谷 明君）14番議員の質問にお

答えします。昨年、14番議員にありましては、

ポンプ操法を一生懸命頑張っていただきまし

てありがとうございます。 

 そういう気を付けとか回れ右、消防で言う

訓練礼式ということになるかと思います。訓

練礼式にありましては、消防にありましては

階級制度、そして指揮命令系統、それに伴っ

ての訓練礼式をやっております。そして規律

のある動作をすること、それを生徒にやって

いただくという、それでどれぐらいの効果が

あるか、そこは私もわからないところなんで

すけども、ただ、市内の中学校の生徒によく

職場体験学習に来ていただいております。そ

のときには基本的な訓練礼式とかは体験して

もらっているところであります。この訓練礼

式を学校でするとなれば、学校教育になじむ

かどうかというのが私ら懸念するところがあ

ります。実施するようなことになりましたら、

どのような方法でするか等もいろいろとある

んですけども、この件に関しては教育委員会

とも協議させていただいて、どのようにして

いくかというのは検討させてもらおうとは思

っております。 

 以上です。 

○議長（井上勝彦君）14番 中本浩精君。 

○14番（中本浩精君）どうも消防長、ありが

とうございます。 

 今、本当に例えばで言わせていただいたん

やけど、それだけやはり皆さんでさまざまな

課題に対して考えていただきたいというのが

気持ちです。いろいろ本当にお聞きしている

中で、やはり福祉のほうとも教育委員会のほ

うでは連携をしていただいているというのも

よくお聞きしています。本当に小さい頃から

始まって、義務教育を終えて、その後のこと

とかもこれからの時代、やはり教育委員会だ

けでなく、本当に皆さんで考えていただかん

なん時代になってきているんじゃないかなと

思うんです。 

 そういう状況の中で、今も連携をとってい

ただいているんですが、健康福祉部長として

は、そういう方面でこれからどのようにこの

教育ということで行政もかかわっていけると

いうか、かかわっていただかなければいけな

いと思うんですが、僕は。その辺についてお

考えをお聞かせ願えますか。 

○議長（井上勝彦君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（北山茂樹君）現在も保育園

から小学校へ入学時に、その子どもが早く小

学校になじんでいただいて、いろいろ課題を

把握していただくということの中で、園児の

状況について教育委員会、小学校と十分連携

をしておるわけでございますけども、今後も

引き続いて連携を密にしていきたいという考

え方でございます。 
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○議長（井上勝彦君）14番 中本浩精君。 

○14番（中本浩精君）どうもありがとうござ

います。 

 健康福祉部長のほうからも消防長のほうか

らも、やはり連携強化に向けて前向きなご答

弁と僕は承りました。 

 そこで教育長、要望ですけど、他市もその

辺は他市は他市のやっぱり状況もあるといろ

いろ思いますので、橋本市独自の、いっぺん

にはいかないにしても、そういうみんながか

りで教育プランに向けて考えていただけると

いうか、そういうのも新しい取り組みとして

考えていただけるかどうかについてお尋ねい

たしますが。 

○議長（井上勝彦君）教育長。 

○教育長（松田良夫君）いわゆる教育のプラ

ンというか、その目指すべき道というのは、

今の子どもたちにどういう課題があるのか、

その課題は何によって解決されるのか、それ

を前提としながら考えていかなければならな

いと思います。今、子どもたちには本当にさ

まざまな課題がございます。そういう子ども

たちの実態を踏まえて、目指すべき道を定め

て関係機関と連携を深めながら、子どもの能

力向上につながる、そういう取り組みにつな

げていきたいと、そういうふうにいつも願っ

ております。またご指示いただくことがあり

ましたら、引き続いてよろしくお願いします。 

○議長（井上勝彦君）14番 中本浩精君。 

○14番（中本浩精君）力強いお言葉をいただ

きました。 

 一つの要望なんですが、本当に新しい動き、

やはり今のままでは対応し切れないところも

多々あると思いますので、どうかよろしくお

願いいたします。 

 最後に、先ほどから申し上げましたとおり、

これからの教育行政は教育委員会が中心とな

って市全体で考えていかなければならないと

思います。 

 そこで、最終的に問題になってくるのが予

算でございます。きのうもそういうお話があ

ったと思うんです。そこで市長は常々、教育

と福祉のまちづくりを重点施策に位置づけさ

れておられます。本当に教育委員会のやる気、

意気込み次第では教育予算を内容によってま

たいろいろとこれから付けていただきたいと

思うんですが、最後に市長のお考えをお聞か

せください。 

○議長（井上勝彦君）市長。 

○市長（木下善之君）中本議員の再質問にお

答えしたいと思います。 

 私としましては、申し上げられたように、

やはり教育と福祉について重点的にやってい

こうやないかということを申し上げておるわ

けでございまして、年に１回、校長・教頭会

の会議が４月ですかな、ありまして、私もそ

こへ出て15分から20分ほど話をさせていだく

わけでございますが、やはり各学校の今申し

上げておるのは、教材備品ですね。理科の実

験とかいろいろあるでしょう。図工とかのね。

そういうことで生徒には、やはりそういうこ

とをどんどん利活用いただくために、そうい

う教材を、必要な分はできるだけ教育委員会

あげていってくださいよというようなことを

申し上げておるわけでございまして、やはり

教育というのは、教育委員会、つまり学校側

でやるわけでございますけども、我々として

もできる限りそういう子どもに不自由をさせ

ない、また勉強、勉学に事欠くようなことで

あっては困るということで、可能な限り支援

してまいりたいと思ってございます。 

 それらについて、教育委員会から私はいつ

も各部からの平生の交流というんですか、そ

れからしますと、教育委員会がそういう類す

るようなことが非常にたくさんあるわけでご

ざいます。一番接触する回数の多いのは教育
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委員会であるんですから、その中からやはり

遺憾のないようにしてまいりたいと思ってお

ります。 

 以上でございます。 

○議長（井上勝彦君）14番 中本浩精君。 

○14番（中本浩精君）どうも市長、ありがと

うございました。ぜひ教育のために、いろい

ろまたご尽力いただきますようによろしくお

願いいたします。 

 これで終わらせていただきます。 

○議長（井上勝彦君）14番 中本浩精君の一

般質問を終わりました。 
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